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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１セットのウェイト部と、第２セットのウェイト部とを有する複数のウェイト部であ
って、前記第１セットのウェイト部の各ウェイト部は、第１の質量及び前記第１の質量を
除く第１の物理的特性と関連しており、前記第２セットのウェイト部の各ウェイト部は、
前記第１の質量より小さい第２の質量及び前記第１の物理的特性とは異なり且つ前記第２
の質量を除く第２の物理的特性と関連している、前記複数のウェイト部と、
　フロント部と、リア部と、トウ部と、ヒール部と、トップ部と、外面カーブと関連して
いる外面を持つボトム部と、前記トップ部と前記ボトム部との間のスカート部と、前記ボ
トムと前記スカート部又はそれらの近傍に設けられたウェイトポート領域とを有するボデ
ィ部であって、前記ウェイトポート領域は、各々が前記複数のウェイト部のうちの少なく
とも１つのウェイト部を受けるよう構成された複数のウェイトポートを前記ポート領域の
周縁に沿って有し、前記複数のウェイトポートは、前記フロント部の近傍で前記トウ部と
前記ヒール部との間に設けられた第１セットのウェイトポートと、前記リア部の近傍の第
２セットのウェイトポートとを含み、前記第１セットのウェイトポート及び前記第２セッ
トのウェイトポートの各々は、実質的に同様の間隔で離された隣接する少なくとも３つの
ウェイトポートを含む、前記ボディ部と、
を備えたゴルフクラブヘッドであって、
　前記複数のウェイトポートの各ウェイトポートは、ポート径及びポート軸と関連してお
り、前記ポート軸は前記ポート軸と前記外面との交点における前記外面カーブに対する接
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平面に対して垂直又は実質的に垂直であり、
　前記第１セットのウェイトポートの前記隣接する少なくとも３つのウェイトポートの各
ウェイトポートは、前記第１セットのウェイトポートのうちの隣接するウェイトポートか
ら前記第１セットのウェイトポートのうちのいずれかのウェイトポートのポート径以下で
離されており、
　前記第２セットのウェイトポートの前記隣接する少なくとも３つのウェイトポートの各
ウェイトポートは、前記第２セットのウェイトポートのうちの隣接するウェイトポートか
ら前記第２セットのウェイトポートのうちのいずれかのウェイトポートのポート径以下で
離されており、
　前記第１セットのウェイトポート及び前記第２セットのウェイトポートの前記隣接する
少なくとも３つのウェイトポートは、前記ボトム部に設けられた曲線の経路に配置される
ことを特徴とするゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記複数のウェイトポートは、前記第１セットのウェイトポート及び前記第２セットの
ウェイトポートによるループを画定する経路に沿って前記トウ部及び前記ヒール部の近傍
に設けられたウェイトポートを含むことを特徴とするゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記複数のウェイトポートは、前記ボトム部を横断して前記トウ部と前記ヒール部との
間の最大距離の５０％以上に設けられたウェイトポートを含むことを特徴とするゴルフク
ラブヘッド。
【請求項４】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記複数のウェイトポートは、円筒形状を有する少なくとも１つのウェイトポートを含
むことを特徴とするゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記第１セットのウェイトポートは、前記第１セットのウェイト部と関連しており、前
記第２セットのウェイトポートは、前記第２セットのウェイト部と関連していることを特
徴とするゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記第１セットのウェイトポートは、前記第１セットのウェイト部と関連しており、前
記第２セットのウェイトポートは、前記第２セットのウェイト部と関連しており、
　前記第１セットにおけるウェイトポートの総数は、前記第２セットにおけるウェイトポ
ートの総数以下であることを特徴とするゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記複数のウェイトポートは、１６個のウェイトポートを含むことを特徴とするゴルフ
クラブヘッド。
【請求項８】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記ウェイトポート領域は、Ｄ字状の領域を含むことを特徴とするゴルフクラブヘッド
。
【請求項９】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記第１セットのウェイト部は、タングステン系材料で作製された少なくとも１つのウ
ェイト部を含み、
　前記第２セットのウェイト部は、アルミニウム系材料で作製された少なくとも１つのウ
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ェイト部を含むことを特徴とするゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記ゴルフクラブヘッドは、ドライバー型ゴルフクラブヘッド、ウェアウェイウッド型
ゴルフクラブヘッド、又はハイブリッド型ゴルフクラブヘッドの少なくとも１つを含むこ
とを特徴とするゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　第１セットのウェイト部と、第２セットのウェイト部とを有する複数のウェイト部であ
って、前記第１セットのウェイト部の各ウェイト部は、第１の質量及び前記第１の質量を
除く第１の物理的特性と関連しており、前記第２セットのウェイト部の各ウェイト部は、
前記第１の質量より小さい第２の質量及び前記第１の物理的特性とは異なり且つ前記第２
の質量を除く第２の物理的特性と関連している、前記複数のウェイト部と、
　フロント部と、リア部と、トウ部と、ヒール部と、トップ部と、外面カーブと関連して
いる外面を持つボトム部と、前記トップ部と前記ボトムとの間のスカート部と、前記ボト
ムと前記スカート部又はそれらの近傍に設けられたウェイトポート領域とを有するボディ
部であって、前記ウェイトポート領域は、各々が複数のウェイト部のうちの少なくとも１
つのウェイト部を受けるよう構成された複数のウェイトポートを前記ウェイトポート領域
の周縁に沿って有する、前記ボディ部と、
を備えたドライバー型ゴルフクラブヘッドであって、
　前記複数のウェイトポートの各ウェイトポートは、ポート径及びポート軸と関連してお
り、前記ポート軸は前記外面カーブに対して垂直又は実質的に垂直であり、
　前記複数のウェイトポートのうちの隣接する２つのウェイトポートは、前記隣接する２
つのウェイトポートのうちのいずれかのウェイトポートのポート径以下で離されており、
　前記複数のウェイトポートは、第１セットのウェイトポートを含み、前記第１セットの
ウェイトポートは、実質的に同様の間隔で離され、前記トウ部と前記フロント部との間及
び前記フロント部と前記ヒール部との間で曲線の経路に沿って前記ボトム部を横断して前
記トウ部と前記ヒール部との間の最大距離の５０％以上に設けられ、
　前記複数のウェイトポートは、第２セットのウェイトポートを含み、前記第２セットの
ウェイトポートは、実質的に同様の間隔で離され、前記トウ部と前記リア部との間及び前
記リア部と前記ヒール部との間で曲線の経路に沿って前記ボトム部を横断して前記トウ部
と前記ヒール部との間の最大距離の５０％以上に設けられたことを特徴とするドライバー
型ゴルフクラブヘッド。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のドライバー型ゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記第１セットのウェイトポート及び前記第２セットのウェイトポートは、前記ウェイ
トポート領域にループを画定することを特徴とするドライバー型ゴルフクラブヘッド。
【請求項１３】
　請求項１１に記載のドライバー型ゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記複数のウェイトポートは、円筒形状を有する少なくとも１つのウェイトポートを含
むことを特徴とするドライバー型ゴルフクラブヘッド。
【請求項１４】
　請求項１１に記載のドライバー型ゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記第１セットのウェイトポートは、前記複数のウェイト部の第１セットのウェイト部
と関連しており、前記第２セットのウェイトポートは、前記複数のウェイト部の第２セッ
トのウェイト部と関連しており、
　前記第１セットのウェイトポートにおけるウェイトポートの総数は、前記第２セットの
ウェイトポートにおけるウェイトポートの総数以下であることを特徴とするドライバー型
ゴルフクラブヘッド。
【請求項１５】
　請求項１１に記載のドライバー型ゴルフクラブヘッドにおいて、
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　前記第１セットのウェイトポートは、前記複数のウェイト部の第１セットのウェイト部
と関連しており、前記第２セットのウェイトポートは、前記複数のウェイト部の第２セッ
トのウェイト部と関連しており、
　前記第１セットのウェイト部の各ウェイト部は、第１の質量と関連しており、前記第２
セットのウェイト部の各ウェイト部は、前記第１の質量より小さい第２の質量と関連して
いることを特徴とするドライバー型ゴルフクラブヘッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［著作権表示］
　　本開示は、著作権による保護の対象となり得る。著作権者は、特許商標庁の特許ファ
イル又は記録に表れるように、本開示又はその関連文書が何人かによりファクシミリ複製
されることに異議を持たないが、そうでない場合には全ての著作権を留保する。
【０００２】
［関連出願の相互参照］
　本出願は、2014年8月26日に出願された米国仮出願62/042,155号、2014年9月10日に出願
された米国仮出願62/048,693号、2015年1月9日に出願された米国仮出願62/101,543号、20
15年1月19日に出願された米国仮出願62/105,123号、及び、2015年1月29日に出願された米
国仮出願62/109,510の利益を主張する。本出願は、2014年10月28日に出願された米国非仮
出願29/507,474号の一部継続出願である。参照出願の開示は、参照により本明細書に組み
込まれる。
【０００３】
［技術分野］
　本開示は、一般にスポーツ用品に関し、より具体的には、ゴルフクラブヘッド及びゴル
フクラブヘッド製造方法に関する。
【背景技術】
【０００４】
　ゴルフでは、種々の要因が、ゴルフボールの進む距離や方向に影響を与え得る。具体的
には、ゴルフクラブヘッドの重心（ＣＧ）及び／又は慣性モーメント（ＭＯＩ）が、打ち
出し角、スピンレート、及びインパクト時のゴルフボールの方向に影響を与え得る。この
ような要因が、ゴルフスイングの種類によって大きく変化する。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】図１は、本明細書に記載の器具、方法、及び製造物の一実施形態に関するゴルフ
クラブヘッドの上面斜視図である。
【０００６】
【図２】図２は、図１に例示したゴルフクラブヘッドの底面斜視図である。
【０００７】
【図３】図３は、図１に例示したゴルフクラブヘッドの平面図である。
【０００８】
【図４】図４は、図１に例示したゴルフクラブヘッドの底面図である。
【０００９】
【図５】図５は、図１に例示したゴルフクラブヘッドの正面図である。
【００１０】
【図６】図６は、図１に例示したゴルフクラブヘッドの背面図である。
【００１１】
【図７】図７は、図１に例示したゴルフクラブヘッドのトウ側から見た図である。
【００１２】
【図８】図８は、図１に例示したゴルフクラブヘッドのヒール側から見た図である。
【００１３】
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【図９】図９は、図１に例示したゴルフクラブヘッドの例示的なボディ部の底面図である
。
【００１４】
【図１０】図１０は、図１に例示したゴルフクラブヘッドの例示的なボディ部の断面図で
ある。
【００１５】
【図１１】図１１は、図１に例示したゴルフクラブヘッドの２つのウェイトポートを示す
図である。
【００１６】
【図１２】図１２は、図１に例示したゴルフクラブヘッドの例示的なウェイト部の平面図
である。
【００１７】
【図１３】図１３は、図１０に例示したウェイト部の側面図である。
【００１８】
【図１４】図１４は、図１に例示したゴルフクラブヘッドの例示的な打ち出し軌道プロフ
ァイルを示す図である。
【００１９】
【図１５】図１５は、例示的なウェイト部の第１のウェイト配置を示す図である。
【００２０】
【図１６】図１６は、例示的なウェイト部の第２のウェイト配置を示す図である。
【００２１】
【図１７】図１７は、例示的なウェイト部の第３のウェイト配置を示す図である。
【００２２】
【図１８】図１８は、例示的なウェイト部の第４のウェイト配置を示す図である。
【００２３】
【図１９】図１９は、図１８に例示したゴルフクラブヘッドの例示的な打ち出し軌道プロ
ファイルを示す図である。
【００２４】
【図２０】図２０は、本明細書に記載のゴルフクラブヘッドを製造する１つの方法を示す
図である。
【００２５】
【図２１】図２１は、別の例のゴルフクラブヘッドの底面図である。
【００２６】
【図２２】図２２は、更に別の例のゴルフクラブヘッドの底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　説明の簡素化及び明確化のために、図面は構造を一般的な方法で示し、周知の機能及び
技術の説明及び詳細は本開示を不必要に不明瞭にすることを避けるために省略される。ま
た、図面中の要素は必ずしも一定の縮尺では描かれない。例えば、図面中の一部の要素の
寸法は、本開示の実施例の理解の改善を助けるために他の要素に対して誇張され得る。
【００２８】
　一般に、ゴルフクラブヘッド及びゴルフクラブヘッド製造方法が本明細書に記載される
。本明細書に記載の器具、方法、及び製造物は、これに限定されない。
【００２９】
　図１～１３の例では、ゴルフクラブヘッド１００は、ボディ部１１０と、概して第１セ
ットのウェイト部２１０（図２）及び第２セットのウェイト部２２０（図２）として示さ
れる、複数のウェイト部１２０とを含んでもよい。ボディ部１１０は、トップ１３０と、
ボトム部１４０と、トウ部１５０と、ヒール部１６０と、フロント部１７０と、リア部１
８０とを含んでもよい。ボトム部１４０は、フロント部１７０を除くトップ部１３０とボ
トム部１４０との間に、
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トウ部１５０からリア部１７０を回ってヒール部１６０に至るゴルフクラブヘッド１００
の周囲を横断して設けられる、ゴルフクラブヘッド１００のサイド部として規定されたス
カート部１９０を含んでもよい。ボトム部１４０は、トランジション領域２３０とウェイ
トポート領域２４０とを含んでもよい。例えば、ウェイトポート領域２４０は、Ｄ字状の
領域であってもよい。ウェイトポート領域２４０は、複数のウェイト部１２０を受ける複
数のウェイトポート９００（図９）を含んでもよい。フロント部１７０は、ゴルフボール
（不図示）に対するフェース部１７５を含んでもよい。ボディ部１１０は、シャフト（不
図示）を受けるホーゼル部１６５を含んでもよい。あるいは、ボディ部１１０は、ホーゼ
ル部１６５に代えてボアを含んでもよい。例えば、ボディ部１１０は、部分的に又は完全
に、アルミニウム系材料、マグネシウム系材料、鋼系材料、チタン系材料、それらの任意
の組み合わせ、又は他の適切なタイプの材料で作製されてもよい。別の例では、ボディ部
１１０は、部分的に又は完全に、セラミック材料、複合材料、それらの任意の組み合わせ
、又は他の適切なタイプの材料のような非金属材料で作製されてもよい。
【００３０】
　ゴルフクラブヘッド１００は、３００立方センチメートル（ｃｍ3又はｃｃ）以上のク
ラブヘッド体積を有してもよい。一例では、ゴルフクラブヘッド１００は、約４６０ｃｃ
であってもよい。あるいは、ゴルフクラブヘッド１００は、３００ｃｃ以下のクラブヘッ
ド体積を有してもよい。具体的には、ゴルフクラブヘッド１００は、１００ｃｃから２０
０ｃｃの間のクラブヘッド体積を有してもよい。ゴルフクラブヘッド１００のクラブヘッ
ド体積は、加重水置換法（すなわち、アルキメデスの原理）を用いて測ることができる。
例えば、ゴルフ標準団体、及び／又は、全米ゴルフ協会（ＵＳＧＡ）及び／又は全英ゴル
フ協会（Ｒ＆Ａ）等のような運営組織によって規定された手順を、ゴルフクラブヘッド１
００のクラブヘッド体積を測定するために使用することができる。図１は特定のタイプの
クラブヘッド（例えば、ドライバー型クラブヘッド）を示すが、本明細書に記載の器具、
方法、及び製造物は、他のタイプのクラブヘッド（例えば、フェアウェイウッド型クラブ
ヘッド、ハイブリッド型クラブヘッド、アイアン型クラブヘッド、パター型クラブヘッド
、等）に適用されてもよい。本明細書に記載の器具、方法、及び製造物は、これに限定さ
れない。
【００３１】
　概して４０５、４１０、４１５、４２０、４２５、４３０、４３５（図４）として示さ
れる、第１セットのウェイト部２１０の各々は、第１質量と関連付けられてもよい。概し
て４４０、４４５、４５０、４５５、４６０、４６５、４７０、４７５、４８０（図４）
として示される、第2セットのウェイト部２２０の各々は、第２質量と関連付けられても
よい。第１質量は、第２質量より大きくてもよく、又はその逆でもよい。一例では、第１
セットのウェイト部２１０は、タングステン系材料で作製され得る一方で、第２セットの
ウェイト部２２０は、アルミニウム系材料で作製され得る。以下に詳細に説明するように
、第１セット及び第２セットのウェイト部２１０、２２０は、それぞれ、種々のウェイト
配置を提供することができる（例えば、図１５～１８）。
【００３２】
　図９～１１を参照すると、例えば、ボディ部１１０のボトム部１４０は、複数のウェイ
トポート９００を含んでもよい。概して９０５、９１０、９１５、９２０、９２５、９３
０、９３５、９４０、９４５、９５０、９５５、９６０、９６５、９７０、９７５、９８
０として示される、複数のウェイトポート９００は、ボトム部１４０のウェイトポート領
域２４０の周縁に沿って配置される。複数のウェイトポート９００は、ボトム部１４０を
横断して設けられてもよい。具体的には、複数のウェイトポート９００は、ボトム部１４
０を横断して、トウ部１５０とヒール部１６０のそれぞれの間に設けられてもよい。複数
のウェイトポート９００はまた、ボトム部１４０を横断して、フロント部１７０とリア部
１８０のそれぞれの間に設けられてもよい。複数のウェイトポート９００は、概してＤ字
状のループを画定する経路に沿ってボトム部１４０を横断して配置されてもよい。一例で
は、複数のウェイトポート９００は、ボトム部１４０を横断して、トウ部１５０とヒール
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部１６０のそれぞれの間の最大トウ－ヒール距離５００の５０％以上に設けてもよい。ゴ
ルフクラブヘッド１００の最大トウ－ヒール距離５００は、トウ部１５０とヒール部１６
０のそれぞれの間で、トップ部１３０とボトム部１４０のそれぞれの間のトランジション
領域から測定されてもよい。あるいは、最大トウ－ヒール距離５００は、トウ部１５０と
ヒール部１６０のそれぞれの最外点の垂直投影間の水平距離であってもよい。例えば、最
大トウ－ヒール距離５００は、ゴルフクラブヘッド１００が約６０度のライ角５１０であ
る場合に測定されてもよい。ヒール部１６０の最外点を容易に規定できない場合には、ヒ
ール部１６０の最外点は、接地面５３０（例えば、ゴルフクラブヘッド１００が置かれる
水平面）の上の約０．８７５インチ（２２．２３ミリメートル）の高さ５２０に決めても
よい。一例では、最大トウ－ヒール距離５００は、５インチ（１２７ミリメートル）以上
でなくともよい。したがって、複数のウェイトポート９００は、トウ部１５０とヒール部
１６０のそれぞれの間の少なくとも２．５インチに広がってもよい。複数のウェイトポー
ト９００の最大トウ－ヒール距離９９５は、ウェイトポート９４０と９８０の間に広がっ
てもよい。例えば、最大トウ－ヒール距離９９５は、約３．７インチであってもよい。ゴ
ルフのルールが時々変更される（例えば、ゴルフ標準団体及び／又は運営組織によって、
新たな規則が採用され、又は古い規定が撤廃又は修正される）ように、ライ角５１０及び
／又は最大トウ－ヒール距離５００を測定するための高さ５２０も変更されてもよい。本
明細書に記載の器具、方法、及び製造物は、これに限定されない。
【００３３】
　複数のウェイトポート９００の各々は、ポート径（Ｄport）（例えば、図１１に１１０
５、１１１０として示される）と関連付けられてもよい。例えば、複数のウェイトポート
９００の各ウェイトポートのポート径は、約０．３インチ（７．６５ミリメートル）であ
ってもよい。あるいは、隣接するウェイトポートのポート径は、異なってもよい。一例で
は、ウェイトポート９０５は、ポート径１１０５と関連付けられてもよく、ウェイトポー
ト９１０は、ポート径１１１０と関連付けられてもよい。具体的には、ウェイトポート９
０５のポート径１１０５は、ウェイトポート９１０のポート径１１１０より大きくてもよ
く、又はその逆でもよい。本明細書に記載の器具、方法、及び製造物は、これに限定され
ない。
【００３４】
　ボトム部１４０はまた、外面９９０を含んでもよい。図１０に示すように、例えば、複
数のウェイトポート９００は、外面９９０によって形成された外面カーブ１０９０に関し
てボトム部１４０に形成されてもよい。具体的には、複数のウェイトポート９００の各々
は、概して１１０５、１０１０、１０１５として示されるポート軸と関連付けられてもよ
い。ウェイトポートの中心は、ウェイトポートのポート軸を規定してもよい。各ポート軸
は、ポート軸と外面カーブ１０９０との交点で外面カーブ１０９０に接する面に対して垂
直又は実質的に垂直であってもよい。一例では、実質的に垂直は、垂直から±５°のずれ
を指すものでもよい。他の例では、実質的に垂直は、垂直から±３°のずれを指すもので
もよい。垂直からのずれは、製造上の公差に依存してもよい。
【００３５】
　一例では、ポート軸１０１０は、外面カーブ１０９０の接平面１０１２に対して垂直又
は実質的に垂直（すなわち、法線）であってもよい。複数の固定具を、種々の位置でのゴ
ルフクラブヘッド１００の位置調整によって複数のウェイトポート９００を作製するため
に使用されてもよい。あるいは、ウェイトポートは、複数のウェイトポート９００を形成
するために余分な材料を（例えば、水ジェット切断及び／又はレーザー切断による）フラ
イス加工で取り除くよう複数の軸の周りにゴルフクラブヘッドを回転させることができる
、多軸加工プロセスによって作製されてもよい。更に、多軸加工プロセスは、フライス工
具を表面の周囲に接線方向に移動できるので、適切な表面仕上げを提供することができる
。したがって、本明細書に記載の器具、方法、及び製造物は、ボトム部１４０に複数のウ
ェイトポート９００の各々を形成するために多軸加工プロセスを使用してもよい。例えば
、５軸フライス盤は、複数のウェイトポート９００の各々のポート軸１０００を外面カー



(8) JP 6273381 B2 2018.1.31

10

20

30

40

50

ブ１０９０に対して垂直又は実質的に垂直となるように、複数のウェイトポート９００を
形成することができる。５軸フライス盤の工具は、外面９９０の外面カーブ１０９０につ
いて接線方向に移動されてもよい。
【００３６】
　図１１に戻り、例えば、隣接する２つのウェイトポートは、外面カーブ１０９０上の隣
接する２つのウェイトポート間の最短距離であるポート距離１１００で離されてもよい。
具体的には、ポート距離１１００は、隣接する２つのウェイトポートのうちのいずれかの
ポート径以下であってもよい。一例では、ウェイトポート９０５、９１０間のポート距離
１１００は、ポート径１１０５又はポート径１１１０のいずれか以下であってもよい。本
明細書に記載の器具、方法、及び製造物は、これに限定されない。
【００３７】
　複数のウェイト部１２０は、類似又は異なる物理的特性（例えば、密度、形状、質量、
体積、サイズ、色、等）を有してもよい。一例では、第１セットのウェイト部２１０は、
黒色であり得る一方で、第２セットのウェイト部２２０は、灰色又は鋼色であり得る。複
数のウェイト部１２０の一部又は全部は、部分的に又は完全に、鋼系材料、タングステン
系材料、アルミニウム系材料のような金属材料、それらの任意の組み合わせ又は適切なタ
イプの材料で作製されてもよい。あるいは、複数のウェイト部１２０の一部又は全部は、
部分的に又は完全に、非金属材料（例えば、複合材料、プラスチック、等）で作製されて
もよい。
【００３８】
　図１２、１３に例を図示するように、複数のウェイト部１２０の各ウェイト部は、円筒
形状（例えば、円形の断面）を有してもよい。上記の例は特定の形状を持つウェイト部を
記載しているが、本明細書に記載の器具、方法、及び製造物は、他の適切な形状（例えば
、球体の一部又は全部、立方体、円錐、円柱、角錐、円錐台、立方体状、角柱、錐台、又
は他の適切な幾何学的形状）のウェイト部を含んでもよい。複数のウェイト部１２０の各
ウェイト部は、径１２００及び高さ１３００と関連付けられてもよい。一例では、複数の
ウェイト部１２０の各ウェイト部は、約０．３インチ（７．６２ミリメートル）の径及び
約０．２インチ（５．０８ミリメートル）の高さを有してもよい。あるいは、第１及び第
２セットのウェイト部２１０、２２０は、それぞれ、幅及び／又は高さが異なってもよい
。
【００３９】
　他のゴルフクラブヘッドとしてリアからフロントに向かう方向に代えて、複数のウェイ
ト部１２０の各ウェイト部は、ボトムからトップに向かう方向の複数のウェイトポート４
００の１つに係合してもよい。複数のウェイト部１２０は、ウェイトポートに固定するた
めのネジ山を含んでもよい。例えば、複数のウェイト部１２０の各ウェイト部は、ネジで
あってもよい。複数のウェイト部１２０は、工具有り又は無しでボディ部１１０から容易
に取り外し可能でなくともよい。あるいは、複数のウェイト部１２０は、１以上のウェイ
ト部１２０を相対的に重い又は軽いウェイト部にそれぞれ付け替えることができるように
、（例えば、工具有りで）容易に取り外し可能であってもよい。別の例では、複数のウェ
イト部１２０は、複数のウェイト部１２０を容易に取り外しできないように、エポキシ樹
脂又は接着剤でボディ部１１０のウェイトポートに固定されてもよい。更に別の例では、
複数のウェイト部１２０は、複数のウェイト部１２０を容易に取り外しできないように、
エポキシ樹脂及びネジ山の両方でボディ部１１０のウェイトポートに固定されてもよい。
本明細書に記載の器具、方法、及び製造物は、これに限定されない。
【００４０】
　他のゴルフクラブヘッドとは対照的に、ゴルフクラブヘッド１００は、少なくとも４つ
の異なるタイプのゴルフスイングに対応することができる。図１４に示すように、例えば
、各ウェイト配置は、概して１４１０、１４２０、１４３０として示される、複数の打ち
出し軌道プロファイル１４００の１つと関連付けられてもよい。図１５を参照すると、例
えば、第１のウェイト配置１５００は、第１セットのウェイトポート１５１０の配置と関
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連付けられてもよい。第１セットのウェイトポート１５１０は、フロント部１７０又はそ
の近傍（例えば、図９に例示するウェイトポート９０５、９１０、９１５、９２０、９２
５、９３０、９３５）に配置されてもよい。第１のウェイト配置１５００では、第１セッ
トのウェイト部は、第１セットのウェイトポート１５１０の配置に従ってフロント部１７
０に向かって配置され得る一方で、第２セットのウェイト部は、リア部１８０に向かって
配置され得る。具体的には、第１セットのウェイト部は、第１セットのウェイトポート１
５１０の配置に従ってフロント部１７０又はその近傍でクラスターを形成してもよい。ウ
ェイト部４０５、４１０、４１５、４２０、４２５、４３０、４３５は、第１セットのウ
ェイト部を規定してもよく、ウェイトポート９０５、９１０、９１５、９２０、９２５、
９３０、９３５のそれぞれに配置されてもよい。ウェイト部４４０、４４５、４５０、４
５５、４６０、４６５、４７０、４７５、４８０は、第２セットのウェイト部を規定して
もよく、ウェイトポート９４０、９４５、９５０、９５５、９６０、９６５、９７０、９
７５、９８０のそれぞれに配置されてもよい。第１のウェイト配置１５００は、第１の打
ち出し軌道プロファイル１４１０（図１４）と関連付けられてもよい。具体的には、第１
のウェイト配置１５００は、ゴルフボールのスピンレートを減少させることができる。第
１セットのウェイトポート１５１０の配置に従ってゴルフクラブヘッド１００のフロント
部１７０に向かって比較的重いウェイト部（すなわち、第１セットのウェイト部）を配置
することで、ゴルフクラブヘッド１００の重心（ＧＣ）を、比較的低い打ち出し及びスピ
ン軌道を提供するように比較的前方及び下方に移動させることができる。その結果、第１
の打ち出し軌道プロファイル１４１０は、比較的大きいロール距離（すなわち、地面に衝
突した後の距離）と関連付けることができる。上記の例は、特定のウェイトポートにウェ
イト部を配置する記述であるが、第１セットのウェイト部２１０の任意のウェイト部は、
第１セットのウェイトポート１５１０の任意のウェイトポートに配置されてもよい。
【００４１】
　図１６に戻り、例えば、第２のウェイト配置１６００は、第２セットのウェイトポート
１６１０の配置と関連付けられてもよい。第２セットのウェイトポート１６１０は、リア
部（例えば、図９に例示するウェイトポート９４５、９５０、９５５、９６０、９６５、
９７０、９７５）又はその近傍に配置されてもよい。図１６に示す第２のウェイト配置１
６００では、例えば、第１セットのウェイト部は、リア部１８０に向かって配置され得る
一方で、第２セットのウェイト部は、フロント部１７０に向かって配置され得る。具体的
には、第１セットのウェイト部は、第２セットのウェイトポート１６１０の配置に従って
リア部１８０又はその近傍でクラスター１６１０を形成してもよい。ウェイト部４０５、
４１０、４１５、４２０、４２５、４３０、４３４は、第１セットのウェイト部を規定し
てもよく、ウェイトポート９４５、９５０、９５５、９６０、９６５、９７０、９７５の
それぞれに配置されてもよい。ウェイト部４４０、４４５、４５０、４５５、４６０、４
６５、４７０、４７５、４８０は、第２セットのウェイト部を規定してもよく、ウェイト
ポート９０５、９１０、９１５、９２０、９２５、９３０、９３５、９４０、９８０のそ
れぞれに配置されてもよい。第２のウェイト配置１６００は、第２の打ち出し軌道プロフ
ァイル１４２０（図１４）と関連付けられてもよい。具体的には、第２のウェイト配置１
６００は、ゴルフボールの打ち出し角を増加させ、寛容性を最大にすることができる。第
２セットのウェイトポート１６１０の配置に従ってゴルフクラブヘッド１００のリア部１
８０に向かって比較的重いウェイト部（すなわち、第１セットのウェイト部）を配置する
ことで、ゴルフクラブヘッド１００の重心（ＧＣ）を、比較的高い打ち出し及びスピン軌
道を提供するように比較的後方及び上方に移動させることができる。更に、ゴルフクラブ
ヘッド１００の慣性モーメント（ＭＯＩ）を、水平軸（フロント－バック軸）と垂直軸（
トップ－ボトム軸）の両方で増加させることができ、中心を外れた打撃のより高い寛容性
を提供することができる。その結果、第２の打ち出し軌道プロファイル１４２０は、比較
的大きいキャリー距離（すなわち、空中の距離）と関連付けることができる。
【００４２】
　図１７に戻り、例えば、第３のウェイト配置１７００は、第３セットのウェイトポート
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１７１０の配置と関連付けられてもよい。第３のウェイト配置１７００では、例えば、第
１セットのウェイト部は、ヒール部１６０に向かって配置され得る一方で、第２セットの
ウェイト部は、トウ部１５０に向かって配置され得る。具体的には、第１セットのウェイ
ト部は、第３セットのウェイトポート１７１０の配置に従ってヒール部１６０又はその近
傍でウェイト部のクラスターを形成してもよい。ウェイト部４０５、４１０、４１５、４
２０、４２５、４３０、４３５は、第１セットのウェイト部を規定してもよく、ウェイト
ポート９２５、９３０、９３５、９４０、９４５、９５０、９５５のそれぞれに配置され
てもよい。ウェイト部４４０、４４５、４５０、４５５、４６０、４６５、４７０、４７
５、４８０は、第２セットのウェイト部を規定してもよく、ウェイトポート９０５、９１
０、９１５、９２０、９６０、９６５、９７０、９７５、９８０のそれぞれに配置されて
もよい。第３のウェイト配置１７００は、第３の打ち出し軌道プロファイル１４３０（図
１４）と関連付けられてもよい。具体的には、第３のウェイト配置１７００は、各人がゴ
ルフクラブヘッド１００を比較的容易にターンオーバーすることを可能にすることができ
る（すなわち、ゴルフボールのインパクトに対してフェース部１７５を整える）。ゴルフ
クラブヘッド１００のヒール部１６０に向かって比較的重いウェイト部（すなわち、第１
セットのウェイト部）を配置することで、ゴルフクラブヘッド１００の重心（ＧＣ）をシ
ャフトの軸の比較的近くに移動させることができる。
【００４３】
　図１８に戻り、例えば、第４のウェイト配置１８００は、第４セットのウェイトポート
１８１０の配置と関連付けられてもよい。第４のウェイト配置１８００では、例えば、第
１セットのウェイト部は、トウ部１５０に向かって配置され得る一方で、第２セットのウ
ェイト部はヒール部１６０に向かって配置され得る。具体的には、第１セットのウェイト
部は、第４セットのウェイトポート１８１０の配置に従ってトウ部１５０又はその近傍で
ウェイト部のクラスターを形成してもよい。ウェイト部４０５、４１０、４１５、４２０
、４２５、４３０、４３５は、第１セットのウェイト部を規定してもよく、ウェイトポー
ト９０５、９１０、９１５、９６５、９７０、９７５、９８０のそれぞれに配置されても
よい。ウェイト部４４０、４４５、４５０、４５５、４６０、４６５、４７０、４７５、
４８０は、第２セットのウェイト部を規定してもよく、ウェイトポート９２０、９２５、
９３０、９３５、９４０、９４５、９５０、９５５、９６０のそれぞれに配置されてもよ
い。第４のウェイト配置１８００は、第３の打ち出し軌道プロファイル１４３０（図１４
）と関連付けられてもよい。具体的には、第４のウェイト配置１８００は、各人がゴルフ
クラブヘッド１００をターンオーバーすることを妨げるようにしてもよい（すなわち、フ
ェース部１７５をゴルフボールのインパクトに対してよりオープンにする）。ゴルフクラ
ブヘッド１００のトウ部１５０に向かって比較的重いウェイト部（すなわち、第１セット
のウェイト部）を配置することで、ゴルフクラブヘッド１００の重心（ＧＣ）をシャフト
の軸から比較的遠くに移動させることができる。第４のウェイト配置１８００は、フェー
ドのゴルフショット（図１９に示すように、例えば、右利きの人にとって、ゴルフボール
がターゲット１９１０の左に向かって進み、ターゲットの右に向かって戻るように曲がる
軌道又はボールの飛行）になることがある。本明細書に記載の器具、方法、及び製造物は
、これに限定されない。
【００４４】
　図２０は、本明細書に記載のゴルフクラブヘッド１００を製造する１つの方法を示す図
である。図２０の例では、プロセス２０００は、複数のウェイト部を提供することで開始
され得る（ブロック２０１０）。複数のウェイト部は、第１セットのウェイト部と第２セ
ットのウェイト部を含んでもよい。第１セットのウェイト部の各ウェイト部は、第１の質
量と関連付けられ得る一方で、第２セットのウェイト部の各ウェイト部は、第２の質量と
関連付けられ得る。第１の質量は、第２の質量より大きくてもよい。一例では、第１セッ
トのウェイト部の各ウェイト部は、２．６グラムの質量のタングステン系材料で作製され
得る一方で、第２セットのウェイト部の各ウェイト部は、０．４グラムの質量のアルミニ
ウム系材料で作製され得る。第１セットのウェイト部は、灰色又は鋼色であり得る一方で
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、第２セットのウェイト部は、黒色であり得る。
【００４５】
　プロセス２０００は、ゴルフクラブヘッドのボディ部を供給してもよい（ブロック２０
２０）。ボディ部は、フロント部、リア部、トウ部、ヒール部、トップ部、外面カーブと
関連付けられた外面を持つボトム部、及びトップ部とボトム部の間のスカート部を含んで
もよい。
【００４６】
　プロセス２００は、ボトム部及びスカート部又はそれらの近傍に位置するウェイトポー
ト領域を形成してもよい（ブロック２０３０）。トランジション領域は、ウェイトポート
領域の周りを囲んでもよい。
【００４７】
　プロセス２０００は、ウェイトポート領域の周縁に沿って複数のウェイトポートを形成
してもよい（ブロック２０４０）。複数のウェイトポートの各ウェイトポートは、ポート
径と関連付けられてもよく、複数のウェイト部の少なくとも１つのウェイト部を受けるよ
う構成されてもよい。隣接する２つのウェイトポートは、ポート径以下で離されてもよい
。更に、複数のウェイトポートの各ウェイトポートは、ポート軸と関連付けられてもよい
。ポート軸は、ゴルフクラブヘッドのボトム部の外面カーブの接平面に対して垂直又は実
質的に垂直であってもよい。
【００４８】
　図２０のプロセス２０００の例は、単に、ゴルフクラブヘッド１００を製造する１つの
方法の例を図１～１９と共に提供し、説明している。アクションの特定の順序を図２０に
示しているが、これらのアクションは、他の経時的な順番で実行されてもよい。例えば、
図２０に示す２以上のアクションは、連続して、同時に、又は一斉に実行されてもよい。
図２０は特定の数のブロックを示すが、プロセスは、１以上のブロックを実行しなくても
よい。本明細書に記載の器具、方法、及び製造物は、これに限定されない。
【００４９】
　上記の例に示すように、複数のウェイト部１２０及び複数のウェイトポート９００は、
概して図４に４９０、９９５として示すように、２つの弧で形成された概してＤ字状のル
ープを画定する経路に沿ってウェイトポート領域２４０の周縁に配置されてもよい。例え
ば、ウェイト部４０５、４１０、４１５、４２０、４２５、４３０、４３５（図４）、及
び、ウェイトポート９０５、９１０、９１５、９２０、９２５、９３０、９３５（図９）
は、第１の弧４９０を形成してもよい。具体的には、第１の弧４９０は、頭部１５０とヒ
ール部１６０のそれぞれの間に、ボトム部１４０を横断して設けられてもよい。ウェイト
部４４０、４４５、４５０、４５５、４６０、４６５、４７０、４７５、４８０（図４）
、及び、ウェイトポート９４０、９４５、９５０、９５５、９６０、９６５、９７０、９
８０（図９）は、第２の弧４９５を形成してもよい。第２の弧４９５は、概してボディ部
１１０のリア部１８０の輪郭に従ってもよい。あるいは、第１及び第２の弧４９０、４９
５は、ボトム部１４０を横断して設けられる他の形状のループを画定してもよい（例えば
、概してＯ字状のループ）。本明細書に記載の器具、方法、及び製造物は、これに限定さ
れない。
【００５０】
　上記の例は、特定の幾何学的形状に形成された複数のウェイト部１２０及び複数のウェ
イトポート９００を記載するが、本明細書に記載の器具、方法、および製造物は、他の幾
何学的形状に形成されたウェイト部領域の周縁に沿って設けられたウェイト部及びウェイ
トポートを有してもよい。図２１に戻り、例えば、ゴルフクラブヘッド２１００は、ボト
ム部２１１０と、複数のウェイトポート２１３０に配置された複数のウェイト部２１２０
とを含んでもよい。複数のウェイトポート２１３０は、ボトム部２１１０のウェイトポー
ト領域２１４０の周縁に沿って配置されてもよい（すなわち、複数のウェイトポート２１
３０は、トウ部２１１２とヒール部２１１４のそれぞれの間にボトム部２１１０を横断し
て設けられてもよい）。複数のウェイト部１２０及び複数のウェイトポート９００（例え
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断して設けられる、概して２１５０、２１５５として示される、２つの別々の弧を形成し
てもよい。複数のウェイトポート２１３０は、ゴルフクラブヘッド２１００の最大トウ－
ヒール距離２１９０の５０％以上に設けられてもよい。本明細書に記載の器具、方法、及
び製造物は、これに限定されない。
【００５１】
　図２２に示すように、例えば、ゴルフクラブヘッド２２００は、ボトム部２２１０と、
複数のウェイトポート２２３０に配置された複数のウェイト部２２２０とを含んでもよい
。ウェイトポート領域２２４０の周縁に沿って配置される複数のウェイトポート２２３０
は、ボトム部２２１０を横断して設けられる、概して２２５０として示される、１つの弧
を画定する経路に沿って配置されてもよい（すなわち、複数のウェイトポート２２３０は
、トウ部２２１２とヒール部２２１４の間にボトム部２２１０を横断して設けられてもよ
い）。複数のウェイトポート２２３０は、ゴルフクラブヘッド２２００の最大トウ－ヒー
ル距離２２９０の５０％以上に設けられてもよい。本明細書に記載の器具、方法、及び製
造物は、これに限定されない。
【００５２】
　本明細書に記載の器具、方法、及び製造物は、種々の実施形態で実現することができ、
これらの実施形態のいくつかの前述した説明は、必ずしも全ての可能な実施形態の完全な
説明を表すものではない。代わりに、図面の説明、及び図面自体は、少なくとも１つの実
施例を開示し、及び代替の実施形態を開示してもよい。
【００５３】
　ゴルフのルールが時々変更されるように（例えば、ゴルフ標準団体及び／又はＵＳＧＡ
、Ｒ＆Ａ、等のような運営組織によって、新しい規則が採択されてもよく又は古い規則が
撤廃又は変更されてもよい）、本明細書に記載の器具、方法、及び製造物に関連するゴル
フ用品は、任意の特定の時点のゴルフのルールに適合しても適合しなくてもよい。従って
、本明細書に記載の器具、方法、及び製造物に関連するゴルフ用品は、適合又は不適合の
ゴルフ用品として宣伝され、売りに出され、及び／又は販売されてもよい。本明細書に記
載の器具、方法、及び製造物は、これに限定されない。
【００５４】
　更に、上記の例はゴルフクラブヘッドについて説明され得るが、本明細書に記載の器具
、方法、及び製造物は、釣り竿、ホッケーのスティック、スキーのポール、テニスのラケ
ット、等の他の適切なタイプのスポーツ用品に適用することができる。
【００５５】
　器具、方法、及び製造物の特定の例を本明細書で説明したが、本開示の対象領域はこれ
に限定されない。これに対し、本開示は、添付の特許請求の範囲又は均等論の領域内に公
正に入る全ての器具、方法、及び製造物をカバーする。
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